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わ
た
く
し
た
ち
の
健
康

日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

４

1 朝霞 あおば台診療所 脳外・内・小 474-5270 朝霞 弁財泌尿器科・内科
クリニック 泌・内 487-8160

8 志木 柳瀬川駅前
クリニック 内・呼内・循内 486-6201 朝霞 増田耳鼻咽喉科医院 耳・気・

アレ 463-9218

15 新座 平山クリニック 内・小・アレ 480-0248 新座 せおクリニック 消内・内・
外・肛 480-3905

22 新座 玲子内科クリニック 内・消内 042-421-
8800 和光 中川眼科 眼 465-1144

29 和光 田中医院 内 461-2060 新座 小熊クリニック 消内 042-471-
5098

30 朝霞 富岡医院 内・循内・小 461-7581 志木 志木北口クリニック 心内・精・
神 471-2661

※当番医は変
更になる場合
があります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

下肢静脈瘤の血管内レーザー
焼灼術（EVLA）
朝霞地区医師会　飯

いい

田
だ

 衛
まもる

・扇
おうぎ

 博
ひろ

之
ゆき

・木
き

村
むら

広
ひろ

美
み

☎464-4666
わたくしたちの健康

　
足
の
す
ね
、
ふ
と
も
も
の
部
分
に
血

管
が
ボ
コ
ボ
コ
し
た
瘤こ

ぶ

は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
し
て
、
む
く
み
・
だ
る
さ
・
足

が
つ
る
、
な
ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
も
し
心
当
た
り
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら
、
そ
れ
は
下か

肢し

静じ
ょ
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【
原
因
・
症
状
】

　
正
常
で
あ
れ
ば
静
脈
の
血
液
は
足
か

ら
心
臓
へ
か
え
っ
て
い
く
の
で
す
が
、

足
の
表
在
静
脈
（
大だ

い

伏ふ
く

在ざ
い

静じ
ょ
う

脈み
ゃ
く

・
小
伏

在
静
脈
）
が
弁
不
全
に
な
る
と
、
血
液

が
逆
流
し
て
足
の
方
向
へ
下
が
っ
て
し

ま
い
、
発
症
し
ま
す
。
ち
な
み
に
逆
流

す
る
の
は
表
在
静
脈
だ
け
で
あ
り
、
深

部
静
脈
で
は
逆
流
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　
足
に
血
液
が
溜
ま
っ
た
り
、
静
脈
の

圧
力
が
増
し
て
炎
症
が
起
こ
っ
た
り
し

て
、
様
々
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
例

と
し
て
、
む
く
み
、
だ
る
さ
、
夜
間

や
朝
方
に
足
が
つ
る
、
痛
み
（
疼と

う

痛つ
う

）、

足
の
皮
膚
炎
・
色
素
沈
着
、
皮
膚
潰
瘍

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
ど
ん
な
人
に
多
い
か
？
】

　
下
肢
静
脈
瘤
は
女
性
に
多
く
、
長
時

間
の
立
ち
仕
事
、
肥
満
、
妊
娠
な
ど
が

危
険
因
子
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
治
療
】

　
最
新
の
静
脈
瘤
治
療
は
、
レ
ー
ザ
ー

又
は
高
周
波
（
ラ
ジ
オ
波
）
を
用
い

た
「
血け

っ

管か
ん

内な
い

焼し
ょ
う

灼し
ゃ
く

術じ
ゅ
つ

」
で
す
。
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
も
の
は
、
血
管
内
レ
ー

ザ
ー
焼
灼
術
（EVLA;endovenous 

laser ablation

）
と
い
い
ま
す
。

　
従
来
の
９
８
０
nm
レ
ー
ザ
ー
は
２
０

１
１
年(

平
成
23
年)

に
保
険
適
用
さ
れ
、

さ
ら
に
２
０
１
４
年(

平
成
26
年)

に

は
最
新
の
１
４
７
０
nm
レ
ー
ザ
ー
と
高

周
波
治
療
が
厚
生
労
働
省
に
認
可
さ
れ

保
険
適
用
に
加
わ
り
ま
し
た
。
皮
膚
を

切
開
す
る
こ
と
な
く
、
膝
の
内
側
や
膝

裏
か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
し
て
、
逆
流
す
る
表
在
静
脈
に
レ
ー

ザ
ー
な
ど
を
当
て
て
血
液
の
逆
流
を
防

止
し
ま
す
。
治
療
の
成
功
率
は
Ｅ
Ｖ
Ｌ

Ａ
が
最
も
高
く
、
約
95
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
焼
灼

術
に
も
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
適
応
】

　
次
の
４
つ
全
て
に
当
て
は
ま
る
患
者

さ
ん
に
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
い
ま
す
。

①
症
状
が
あ
る
、
②
表
在
静
脈
の
拡
張

が
あ
る
、
③
表
在
静
脈
の
逆
流
が
あ
る
、

④
治
療
の
希
望
が
あ
る
。

【
術
後
の
安
静
】

　
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
直
後
か
ら
歩
行
で

き
、
翌
日
か
ら
入
浴
で
き
ま
す
。
た
だ

し
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
長
時
間
の
正

座
・
あ
ぐ
ら
な
ど
は
、
術
後
２
週
間
か

ら
４
週
間
後
く
ら
い
ま
で
は
避
け
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

【
合
併
症
】

　

特
に
注
意
す
る
も
の
と
し
て
、
レ
ー

ザ
ー
焼
灼
後
に
お
こ
る
静
脈
内
の
血
栓
症

（EHIT;endovenous heat-induced 
throm

bosis)

、
深
部
静
脈
血
栓
症

(D
VT;deep vein throm

bosis

）が
あ

り
ま
す
。
０
・
２
％
～
数
％
程
度
起
こ

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
術
後
72
時
間
以

内
及
び
１
～
３
か
月
以
内
の
超
音
波
検

査
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
た

場
合
は
、
必
要
に
よ
り
抗こ

う

凝ぎ
ょ
う

固こ

療り
ょ
う

法ほ
う

が

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
の
治
療
で
は
焼
灼
部
位
に
３
㎝
程

度
の
余
白
を
と
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
合

併
症
は
極
め
て
少
な
い
印
象
で
す
。
そ

の
他
、
出
血
斑
、
疼
痛
、
表
在
性
静
脈
炎
、

皮
膚
熱
傷
、
神
経
障
害
な
ど
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　
下
肢
静
脈
瘤
の
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
治

療
は
保
険
が
適
用
さ
れ
、
有
効
率
90
％

以
上
で
治
り
ま
す
。

　
症
状
に
お
悩
み
の
方
は
、
専
門
家
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。


